
                   27 公埼理第 670 号 

                           平成 27 年 11 月 17 日 

会員各位      

公益社団法人  埼玉県理学療法士会 

      会長 清宮 清美 

                                          南部ブロック理事 桒原 慶太 

                        （公文書番号にて公印省略） 

 

平成 27 年度南部ブロック参加型症例検討会のご案内 

テーマ：病院で！施設で！在宅で！ 

「現場の知恵」出し合いませんか？ 
 

拝啓 会員の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。この度、南部

ブロックにおいて症例検討会を開催いたします。例年、好評な企画ではありますが、さらに趣向を

加えて、日頃から病院、施設、在宅で取り組まれている理学療法士の方々の症例発表後には、各グ

ループに分かれての活発な情報交換会を予定しており、研修会の名称も「参加型症例検討会」とい

たしました。たくさんの方々にご参加いただき、日常業務における疑問や悩み、知恵を出し合い共

有できることを期待しています。ぜひ多数のご参加をお願い申し上げます。 

                     敬具                                    

記 

１. 日時：平成 28 年 1 月 27 日(水) 19:00～21：00 (受付)   

     （タイムスケジュール） 

      18:30～    受付開始 

      19:00～20:00 下記の４演題発表 15 分×4＝60 分 

      20:00～20:45 ４グループに分かれてディスカッション 

２. 会場：さいたま市プラザノース 2 階 多目的ルーム（さいたま市北区宮原町 1-852-1） 

      ※裏面の地図をご参照ください。 

３．対象：当会会員、リハビリテーション関連職種 

４．座長：米澤隆介 氏（北里大学メディカルセンター） 

５．演者および演題名： 

１）病院での事例 

①整形疾患 「大腿神経麻痺患者に対する機能的膝伸展機構獲得後の歩行再建」 

埼玉県総合リハビリテーションセンター 桑原 健吾 氏 

②中枢疾患 「左被殻出血と右脳幹・小脳梗塞により両片麻痺と失調を呈した症例」 

－当院入院から自宅退院まで－ 

さいたま市民医療センター 内山理香子 氏 

２）施設での事例「事例から学ぶ看取りのリハビリテーション」   

グリーンビレッジ安行 梅岡 輝正 氏 

 



３）在宅での事例「在宅における COPD 患者への介入例」 

訪問看護ステーション ゆーらっぷ 講内 源太 氏 

６．参加費：当会会員は、無料です。左記以外の方は、1,000 円を当日に徴収いたします。 

７. 定員：80名 

８.  申し込み方法：県士会ホームページの学会・研修会案内に掲載してあります「平成 27 年度南

部ブロック参加型症例検討会」の「お申込フォーム」からお申込ください。 

右の QR コードからもアクセスできます。 

 

  ※この参加型症例検討会は、新人教育プログラムの単位対象にはなりません。 

 

  

９.申し込み締め切り： 平成 28年 1月 21 日（木） 17：00 

 ※事前申込のない方は参加をご遠慮いただく場合があります。 

 ※定員に達した場合は、申込期間内であっても途中で受付を終了することがあります。 

 ※応募者多数の場合は、１施設からの参加人数制限をさせていただくことがあります。 

 ※受講をお断りする場合のみ、当方から連絡をいたします。 

 

10.地図 

 

〒331-0812 埼玉県さいたま市北区宮原町 1丁目 852 番地 1  TEL: 048-653-9255   

＜駐車場＞一般用 177 台：最初の 2時間は無料。2時間を超える場合は、超過時間 30 分毎に 108 円加算 

＜問合せ先＞ ※必ず件名に「平成 27 年度南部ブロック参加型症例検討会の件」と記載してください。 

南部ブロック県央エリア事務部  中野 克己（埼玉県総合リハビリテーションセンター） 

E-mail:  nanbukenou@gmail.com 

mailto:nanbukenou@gmail.com

